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前 文 

 

1999年に男女共同参画社会基本法が制定されてから 19年が経ち、男女共同参画は各方面に広がり

つつあります。 

国立大学協会では、1999 年に「男女共同参画に関するワーキング・グループ」を設置し、2000 年

に女性教員比率に関する目標を掲げ、目標達成に向けたフォローアップを行うために、2001年から「国

立大学における男女共同参画推進の実施に関する追跡調査」を開始しました。 

2011年には「国立大学における男女共同参画推進について－アクションプラン－」を策定し、2015

年度までに達成すべき目標を掲げました。そして、2016年には国立大学における男女共同参画のさら

なる推進を促すための新たなアクションプランとして「国立大学における男女共同参画推進について

－アクションプラン（2016年度～2020年度）－」を策定し、2020年度までの 5年間を見通した目標

とそのために取り組むべき事項を定めました。 

「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する追跡調査」は、今回で第15回目となります。

本報告書における各種データの推移を見ていただければ、多くの国立大学が男女共同参画推進に対す

る改革意識を持ってこれまで地道に取り組んできた努力が見てとれると思います。同時に、この調査

を通じて男女共同参画推進の実態把握を求めてきたことが各国立大学の取組を継続する支えになった

ものと信じます。 

2018年に国立大学協会が公表した「高等教育における国立大学の将来像（最終まとめ）」には、女

性研究者の積極的な採用・登用推進、女子学生等の多様な入学者の受入れ等により、国立大学に求め

られる使命を実現していく方向性がまとめられています。 

教員の女性比率は毎年着実に増え続けており、今回の調査では16.7％となりました。大学運営に係

る意思決定過程における女性の参画拡大、理工系分野における女性研究者比率の向上等、国立大学に

おける男女共同参画を取り巻く状況は、いまだ克服すべき課題が多く残っています。国立大学におけ

る女性の活躍・男女共同参画の推進は、人口減少・少子高齢化など我が国が直面する課題の解決に資

するとともに、科学技術のさらなる発展とイノベーションの創出に寄与するものであり、各国立大学

が今後も継続して取り組むことが重要です。 

最後に、このたび調査に御協力いただきました会員大学、並びに報告書のとりまとめに御尽力いた

だきました教育・研究委員会男女共同参画小委員会委員及び専門委員の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

                               一般社団法人国立大学協会 

教育・研究委員会 男女共同参画小委員会委員長 

                                            室伏 きみ子（お茶の水女子大学長） 
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調査の概要 

１．目的 

○「国立大学における男女共同参画推進について－アクションプラン（2016年度～2020年

度）－」における目標の達成状況及び各大学の取組状況を確認するため。

○調査結果を情報提供することにより、各大学の今後の取組に生かしてもらうため。

○文部科学省等関係機関等に対する情報提供や要請の基礎資料とするため。

＜アクションプラン（2016年度～2020年度）抜粋＞（P205参照） 

○達成目標

国立大学の女性教員比率については、各大学がそれぞれの状況に応じた

達成目標を設定し、2020年までに、現在の比率が 30％以上の大学は 40％以

上、20％以上の大学は 30％以上、10％以上の大学は 20％以上、10％未満の

大学は 10％以上というように、より高い比率の達成を目指す。

また、国立大学全体の学長、理事、副学長は 12％以上、大学の意思決定

機関等（学長補佐、部局長、監事、経営協議会委員、教育研究評議会評議員

等）は 10％以上、教授は 15％以上、准教授は 23％以上、課長相当職以上は

17％以上の女性比率の達成を目指す。 

○大学が取り組むべき事項

（１）大学運営における意思決定過程への女性の参画の拡大

（２）女性教員・研究者・女子学生の拡大

（３）就業環境の整備・充実

（４）男女の固定的な性別役割分担意識の解消

２．調査対象 

国立大学 86大学（回収率 100％）  

2018年 5月 1日現在の数値 

（参考 過去の調査における国立大学数） 

報告書 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 第 8回 

調査年 2001 2002 2005 2007 2008 2009 2010 2011 

大学数 99 97 89 87 86 86 86 86 

報告書 第 9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 

調査年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

大学数 86 86 86 86 86 86 86 

３．調査方法 

質問票を電子メールにより各大学に送付。 

（大学の作業期間 2018年 6月 28日～2018年 7月 31日） 
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４．調査内容（P217参照） 

Ⅰ．統計調査 1.男女共同参画の現状 

2.女性学・ジェンダー研究関連授業開講状況

3.育児・介護支援制度の利用と施設・設備の整備状況

Ⅱ．男女共同参画の推進状況に関する報告 

Ⅲ．男女共同参画推進の取組状況について 

Ⅳ．2017年度教員採用に係る男女別応募者数及び採用者数について 

（各大学の個別数値等情報は外部非公開） 
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総 括 

国立大学協会では、2000 年の「国立大学における男女共同参画を推進するために」を継

承するものとして、2011年に『国立大学における男女共同参画推進について-アクションプ

ラン-』を策定し、2015年までに女性教員比率を 17％以上にするという目標を設定した。そ

の後、2016年 1月にそれを継承するものとして、『国立大学における男女共同参画推進につ

いて－アクションプラン（2016年度～2020年度）－』を策定し、大学ごとの現状を踏まえ

た女性教員比率の目標値を設定するとともに、「学長、理事、副学長」、「大学の意思決定機

関等」、「教授」、「准教授」及び「課長相当職以上」に占める女性比率の数値目標をそれぞれ

設定した。この度、その進捗状況を確認するために 2018年 6月から 7月にかけて、全国立

大学（以下、大学）を対象とした調査を実施したところ、以下の点が明らかになった。 

アクションプランでは大学ごとの女性教員比率の現状を踏まえ、現在 30%以上の大学は

40%以上、20%以上の大学は 30%以上、10%以上の大学は 20%以上、10%未満の大学は 10%以上

というように、2020 年までにより高い女性教員比率の達成を目指すよう目標値を設定して

いる。各大学は男女共同参画に係る課題に応じた取組の充実を図っており、助手を除く教員

の合計に占める女性教員の比率は、前回より 0.5 ㌽増え 16.7％となり、年々確実に増え続

けている。各大学における女性教員比率も年々増加しており、女性教員比率 20％以上の大

学は前回より 5大学増え、全 86大学のうち、29大学となった。しかし、まだ目標を達成し

ていない大学は多く、より高い女性比率の達成を目指して引き続き女性教員増加のための

取組を実施していくことが求められる。 

大学運営に係る意思決定過程に対する女性の参画拡大については、95.3％の大学で取組

が実施されているが、「2020年までに 12％」という目標値を掲げる学長、理事、副学長の女

性比率は、前回より 0.1㌽減少して 7.8％であった。学長・理事・副学長の女性比率は、こ

こ数年伸び悩んでおり、今後特に力を入れて取り組むべき課題の一つである。一方、大学の

意思決定機関等における女性比率は前回より 0.4 ㌽増加して 10.7％となり、前回に引き続

き「2020年までに 10％以上」という目標値が達成された。 

教授の女性比率は前回より 0.5 ㌽増加して 10.3％、准教授の女性比率は 0.4 ㌽増加して

16.7％であった。「2020年までに 15％以上」、「2020年までに 23％以上」というそれぞれの

目標値までに 4.7 ㌽、6.3 ㌽少なく、一層の努力が必要であるものの、教授の女性比率が

10％を超えたのは今回が初めてであり、着実な取組の成果が表れている。 

職階別の女性比率は、教授 10.3％、准教授 16.7％、講師 22.0％、助教 23.0％と職階が低

くなるにつれて女性比率が上がる傾向にあるとともに、教員の女性比率は年々増加してお

り、特に助教のポイントが最も増加した。 

職員の女性比率は、前回より 0.5 ㌽増加して 64.0％であった。課長相当職以上の女性比

率は、前回より 1.3㌽増加して 17.5％となり、今回初めて「2020年までに 17％以上」の目

標を達成した。 
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女性教員比率を専攻分野別にみると、比率が高い分野から、家政 54.4％、人文科学 25.8％、

教育 23.6％、芸術 22.1％、保健 21.6％、社会科学 18.7％、農学 12.3％、理学 8.7％、工学

6.2％となっており、最も高い家政と最も低い工学の間に 48.2㌽の差があった。なお、各専

攻分野の順位は第 1回調査からほとんど変化していない。また、全体的に学生の女性比率と

比べて教員の女性比率は低く、博士課程修了者の女性比率と教員公募に対する応募者の女

性比率を比べても後者が大幅に低くなっている。 

また、今回から「保健」分野を「医学」、「歯学」、「薬学」、「看護学」、「その他」の５つの

分野に細分化して調査を行った。教員比率についてみると、保健分野全体で 21.6％である

のに対し、医学が 16.6％、歯学が 24.8％、薬学が 13.7％、看護学が 78.9％、その他が 30.3％

であった。また、学生比率については、保健分野全体で 48.3％であるのに対し、医学が 30.8％、

歯学が 50.9％、薬学が 35.0％、看護学が 84.8％、その他が 66.6％であり、分野ごとに差が

あることが明らかになった。 

 

女性教員に対して採用時及び昇任時における積極的是正措置（ポジティブ・アクション）

を実施している大学は 79大学（91.9％）であり、2017年度に採用・昇任した教員に対して

実際に実施した大学は、採用が 56大学（65.1％）、昇任が 33大学（38.4％）であった。ま

た、女性教員・研究者の応募者数増加を目指した取組を実施している大学は 81大学（94.2％）、

若手女性研究者や女子学生、女子中高生など次世代研究者に対してロールモデルの提供等

の取組を実施している大学は 76大学（88.4％）となっており、80％以上の大学で女性教員・

研究者を増やすための取組が行われている。 

 

就業環境の整備・充実への取組状況に関して、ワーク・ライフ・バランスのとれた就業形

態の促進のために育児・介護等に適応した勤務時間制度の導入や男性の育児休暇の取得促

進等を実施している大学は、86大学（100％）であった。また、育児・介護等に携わる研究

者に対する研究継続支援を整備・充実している大学は 79大学（91.9％）であった。育児休

業等からの復帰を容易にすることを含めた施設設備の設置・充実を実施している大学は 76

大学（88.4％）、女性研究者が不安や悩みを相談できるようなメンタル的なサポート体制の

整備・充実を実施している大学は 79大学（91.9％）であった。また、ハラスメント対応の

体制整備・強化については、86大学すべてで実施されていた。 

 

男女の固定的な性別役割分担意識の解消のため、他大学や地域・企業等と連携した取組や

シンポジウム等を実施した大学は 83大学（96.5％）、育児・介護等との両立を支援するため

の制度について、ポスター・リーフレット等を作成して積極的な活用を促すための取組を実

施した大学は 86大学（100％）であった。なお、このように各大学で様々な取組が行われて

いることに対して、アンケートやヒアリング等により男女共同参画に係る取組の評価と成

果の把握を実施した大学は 78大学（90.7％）であり、前回に比べて大幅に増加した。 

 

以上が今回の調査結果の概要である。 

 

 

ここで、今回の調査結果を踏まえ、アクションプランに定める目標達成のための課題につ
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いて述べる。 

第一は、女性教員の積極的な採用である。ここ数年の女性教員比率区分別大学数の推移を

みると、女性教員比率 10％以上～30％未満に位置する中間層の大学数の動きはあるものの、

30%以上の上位層及び 10％未満の下位層の大学数はほとんど変わっていない。今後、各大学

がより高い比率の達成を目指し、中間層から上位層への移動、下位層から中間層への移動を

達成することが求められる。 

特に、理学・工学分野の女性教員の比率が低いため、女性教員の積極的な採用に向けた取

組をしていく必要があるが、理学・工学分野では、学生の女性比率が低いため、女性の入学

者・進学者を増やすための取組をしていく必要がある。 

第二に、女性教員の指導的地位に占める割合の増加である。特に、学長・理事・副学長へ

の積極的な登用と、教授・准教授への積極的な採用・昇任が求められる。また、大学の意思

決定機関等における女性比率は、目標が達成されているものの、その内訳をみると、経営協

議会・教育研究評議会委員、部局長等、監事の女性比率が目標に達していないため、今後も

女性比率を高めるための努力が求められる。 

第三に、育児介護休業等を取得する男性比率の増加である。育児介護休業等の利用状況に

ついて、今回 3年ぶりに調査したところ、育児休業の利用者（延べ人数）の合計は、女性教

員が 445人、男性教員が 31人、介護休業の利用者（延べ人数）の合計は、女性教員が 10人、

男性教員が 4人であった。いずれも女性教員の利用者が圧倒的に多く、男女ともに育児介護

休業等を取得しやすい環境をつくるととともに、保育施設・設備の充実等、育児・介護中の

教員が働きやすい環境を整備することが求められる。 

大学における男女共同参画をめぐっては、2015年 12月に閣議決定された「第 4次男女共

同参画基本計画」及び 2016年 1月に閣議決定された「第 5期科学技術基本計画」等におい

て、自然科学系の女性研究者の新規採用割合、理工系の学生に占める女性の割合等の数値目

標が定められている。また、「女性活躍加速のための重点方針 2018」では、科学技術・学術

分野における女性活躍の促進に向けた方針が打ち出され、政府による各種取組も実施され

ている。 

2016 年 4 月には、女性活躍推進法が完全施行されたことにより、国立大学にも女性の活

躍に関する状況の把握や課題の分析や行動計画の策定とともに、それを実行に移し、今後は

さらにそれを評価していくシステムを構築していくことが求められている。 

各大学においては、アクションプランで設定した目標の達成と、次のステップにつなげる

ための更なる男女共同参画の推進に、引き続き積極的に取り組んでいただきたい。 
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（参考）我が国の男女共同参画に係る動向と国立大学協会における活動等 

1999年  6月 男女共同参画社会基本法 成立 

11月 国立大学協会 第3・第4常置委員会合同「男女共同参画に関するワーキング・グループ」

を設置 

2000年  6月 「国立大学における男女共同参画を推進するために（報告書）」を総会で決定 

2010年までに会員大学の女性教員比率20％を目指すことを目標とした。 

12月 男女共同参画基本計画（第1次） 閣議決定 

国立大学に対し、国立大学協会の提言も踏まえ、学術・研究分野における女性の参画

の促進が要請される。 

2001年 10月 「国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2002年 11月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第1回追跡調査報告書」を作成 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第2回追跡調査」を実施 

2003年  4月 男女共同参画推進本部が「女性のチャレンジ支援策の推進について」を決定 

2020年までに指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも30％程度になるように

期待することが盛り込まれる。 

2004年  3月 国立大学協会 解散 

2004年  4月 社団法人国立大学協会 設立 

 企画委員会に「男女共同参画に関するワーキング・グループ」を設置 

2005年  9月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第3回追跡調査」を実施 

12月 男女共同参画基本計画（第2次） 閣議決定 

国立大学に対し、国立大学協会の提言も踏まえた女性教員の割合向上、女性が活躍で

きる環境づくり、女性の参画の促進等が要請される。 

2006年  4月 教育・研究委員会に「男女共同参画小委員会」を設置 

2007年  3月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第2回追跡調査報告書」を作成 

3月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第3回追跡調査報告書」を作成 

7月 「第4回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第4回追跡調査報告書」を作成 

 12月 「第7回大学改革シンポジウム -国立大学法人における男女共同参画の在り方-」を内閣府

と共催 

2008年  7月 「第5回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第5回追跡調査報告書」を作成 

2009年  7月 「第6回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2010年  1月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第6回追跡調査報告書」を作成 

7月 「第7回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 
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12月 男女共同参画基本計画（第3次）閣議決定 

2020年までに大学の教授等に占める女性の割合を30％にすることが成果目標とされ

た。 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第7回追跡調査報告書」を作成 

2011年  2月 「国立大学における男女共同参画の推進について－アクションプラン－」（以下「アクショ

ンプラン」）を策定 

国立大学の女性教員比率を20％以上に引き上げることを目指しつつ、少なくとも2015

年までに17％以上（各大学において１年で１％以上）に引き上げることを新たな達成目

標とした。 

7月 「第8回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

8月 第4期科学技術基本計画 閣議決定（2011年度から2015年度まで） 

自然科学系の女性研究者の採用割合を、25％に早期達成するとともに、更に30％を目

指す。特に理学系 20％、工学系 15％、農学系 30％の早期達成及び医学・歯学・薬学系

合わせて30％の達成を目指すことが成果目標とされた。 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第8回追跡調査報告書」を作成 

2012年  7月 「第9回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2013年  1月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第9回追跡調査報告書」を作成 

8月 「第10回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2014年  1月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第10回追跡調査報告書」を作成 

7月 「第11回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2015年  1月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第11回追跡調査報告書」を作成 

6月 各国立大学法人等が女性役員、管理職別の登用目標値（2016.4.1時点）を公表 

8月 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」成立（同年9月公

布・施行）※10年間（2026年3月末まで）の時限立法 

301人以上の労働者を雇用する事業主は、2016年4月1日までに女性の活躍推進に向

けた一般事業主行動計画の策定等が義務付けられた。 

10月 「第12回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

10月 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画等に関す

る省令」（厚生労働省令）制定 

11月 「事業主行動計画策定指針」制定 

12月 男女共同参画基本計画（第4次）閣議決定 

成果目標として、大学の教員に占める女性の割合が、准教授「25％（早期）、更に30％

を目指す（2020年）」、教授等（学長、副学長及び教授）「17％（早期）、更に20％を

目指す（2020年）」に設定された。 

12月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第12回追跡調査報告書」を作成 
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2016年  1月 第5期科学技術基本計画 閣議決定（2016年度から2020年度までの計画） 

第 4 期科学技術基本計画が掲げた女性研究者の新規採用割合に関する目標値（自然

科学系全体で 30％、理学系 20％、工学系 15％、農学系 30％、医学・歯学・薬学系合

わせて30％）について、第５期基本計画中に速やかに達成することとされた。 

 また、大学等において、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」を活

用し、各事業主が採用割合や指導的立場への登用割合などの目標設定と公表等を行う

取組を加速することとされた。 

1月 「国立大学における男女共同参画の推進について－アクションプラン（2016年度～2020年

度）－」を策定 

国立大学の2020年までの女性教員比率の達成目標については、各大学がそれぞれ状

況に応じて設定し、現在の比率が30％以上の大学は40%以上、20％以上の大学は30％

以上、10％以上の大学は20％以上、10％未満の大学は10％以上というように、より高

い比率の達成を目指すこととした。 

  また、2020年までに国立大学全体の学長、理事、副学長は12％以上、大学の意思決

定機関等（学長補佐、部局長、監事、経営協議会委員、教育研究評議会評議員等）は

10％以上、教授は15％以上、准教授は23％以上、課長相当職以上は17％以上の女性

比率の達成を目指すことを新たに設定した。 

4月 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」（一般事業主行動

計画の策定）施行 

7月 「第13回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

10月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第13回追跡調査報告書」を作成 

2017年  6月 「第14回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

10月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第14回追跡調査報告書」を作成 

2018年  6月 「第15回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

11月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第15回追跡調査報告書」を作成 
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３．専攻分野別の女性比率 

ここでは、専攻分野別の女性比率の傾向について報告する。なお、専攻分野の分類は 2017年度学

校基本調査の学科系統分類表に基づく。また、「商船」は、大学数、学生数、教員数ともに全体数が

少なく、正確な傾向をみることが難しいため、第 13回（2016 年度）報告から、「その他」に含める

こととした。 

図Ⅱ-3-1に、第 15回調査（2018年度）における専攻分野別女性教員比率について、比率の高い順

に示した。また、図Ⅱ-3-2に、第 1回調査（2001年度）から第 15回調査（2018年度）までの専攻

分野別女性教員比率の推移を示した。最も比率が高い分野は「家政」であり、50％～60％の間で推移

している。また、最も比率が低い分野は「工学」、次いで「理学」であり、10％以下であった。「家政」

を除いて、全体的な推移の状況は増加傾向にあるが、ほとんど順位の入れ替えはない。 

図Ⅱ-3-1 専攻分野別 女性教員比率 

図Ⅱ-3-2 専攻分野別 女性教員比率の推移 

※第 2回はデータなし。
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表Ⅱ-3-1、図Ⅱ-3-3に、第 1回調査（2001年度）から第 15回調査（2018年度）までの学生及び

教員の女性比率の推移を専攻分野別に示した。また、図Ⅱ-3-4に第 15回調査（2018年度）における

専攻分野別学生数及び教員数（男女比率）を、図Ⅱ-3-5に第 15回調査（2018年度）における専攻分

野別の教員の女性比率区分別大学数を示した。各分野別の結果について、以下のとおり報告する。 

(a) 人文科学

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 63.2％（前回比 1.0㌽減）、修

士課程が 58.4％（2.6㌽減）、博士課程が 55.6％（4.6㌽増）、専門職学位課程は 93.3％（前回比 2.8

㌽増）であった。また、教員の女性比率は、助教が 31.6％（前回比 2.9㌽減）、講師が 39.7％（前回

比 1.8㌽増）、准教授が 30.0％（前回比増減なし）、教授が 19.8％（前回比 1.0㌽増）であった。ア

クションプランに定める目標値（教授 15％以上、准教授 23％以上）を達成しており、教員の女性比

率は高い傾向にある。推移をみると、専門職学位課程の女性比率が突出して増加しているほか、講師

の女性比率が近年減少傾向にあったが、今回は増加に転じた。 

男女比率をみると、学生の女性比率が男性比率を上回る一方で、教員の女性比率は全ての職階にお

いて男性比率を下回っており、女性の博士課程修了者の教員採用率は高くない。また、専門職学位課

程の女性比率は 90％を上回っている。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 20～30％の大学が 21校（42.0％）であり、最も

多い。 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（人文科学） 

学士課程 

（％） 

修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 

合計（％） 
助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 63.7 56.9 42.9 61.2 34.1 19.9 8.4 15.8 

第 2回(2002) 

第 3回(2005) 65.8 53.7 47.9 62.7 36.7 21.7 11.6 17.5 

第 4回(2007) 68.4 59.0 46.8 65.5 29.3 40.8 25.0 12.0 19.4 

第 5回(2008) 67.9 59.9 47.0 65.2 29.8 39.9 25.4 13.1 19.8 

第 6回(2009) 67.0 58.8 45.9 64.2 30.6 38.6 25.4 13.0 19.5 

第 7回(2010) 68.9 62.0 49.9 66.3 28.1 42.1 25.8 13.5 20.1 

第 8回(2011) 67.3 62.4 50.4 71.4 65.4 30.8 44.5 25.4 14.2 20.6 

第 9回(2012) 66.5 62.6 48.2 83.9 64.9 34.3 49.6 26.6 15.2 22.1 

第 10回(2013) 62.6 64.6 48.9 79.3 62.2 37.4 37.8 26.7 16.5 22.6 

第 11回(2014) 62.7 60.6 52.3 75.0 61.9 38.3 46.1 27.5 16.7 23.5 

第 12回(2015) 65.0 60.2 46.1 92.6 63.0 37.6 46.2 27.2 17.0 23.7 

第 13回(2016) 62.9 60.3 54.5 90.0 62.0 34.7 42.0 29.3 17.8 24.7 

第 14回(2017) 64.2 61.0 51.0 90.5 56.4 34.5 37.9 30.0 18.8 25.4 

第 15回(2018) 63.2 58.4 55.6 93.3 62.1 31.6 39.7 30.0 19.8 25.8 
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図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（人文科学） 

 
 

図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（人文科学） 

  女 男 

学士課程 4,322  2,514  

修士課程 830  591  

博士課程 315  252  

専門職学位課程 28  2  

助教 89  193  

講師 81  123  

准教授 412  963  

教授 344  1,389  

  
図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（人文科学） 
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(b) 社会科学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 36.4％（前回比 0.2㌽増）、修

士課程が 44.5％（1.7㌽増）、博士課程が 34.5％（2.4㌽減）、専門職学位課程は 31.4％（前回比 0.3

㌽減）であった。また、教員の女性比率は、助教が 37.4％（前回比 2.0㌽増）、講師が 32.7％（前回

比 1.1㌽増）、准教授が 22.7％（前回比 0.4㌽増）、教授が 13.1％（前回比 0.4㌽増）であった。博

士及び専門職学位課程以外の女性比率が前回より増加しており、全体的な推移は増加傾向にある。 

男女比率をみると、学生と教員のいずれも男性比率の方が高い。また、学士課程、博士課程、助教

及び講師の女性比率にそれほど差はないが、准教授及び教授の女性比率が低くなっている。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 10～20％の大学が 23校（43.4％）と最も多く、

次いで、女性比率 20～30％の大学が 19校（35.8％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（社会科学） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（社会科学） 
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比
率
（％
）

学士課程 修士課程 博士課程 専門職学位課程

助教 講師 准教授 教授

  
学士課程 

（％） 

修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 

合計（％） 
助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 32.3  35.2  25.9   32.5   20.6  13.3  3.6  8.4  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 37.1  33.3  24.0   36.2   28.6  15.6  5.3  10.4  

第 4回(2007) 38.1  39.0  29.1   38.0  29.1  27.6  18.0  7.1  12.8  

第 5回(2008) 36.3  37.6  35.2  24.4  35.9  32.0  27.2  19.4  6.6  13.1  

第 6回(2009) 34.2  42.0  28.6  28.0  34.7  28.0  24.2  19.7  7.3  13.3  

第 7回(2010) 36.7  37.5  31.6  28.6  36.4  35.0  27.5  20.5  7.7  14.4  

第 8回(2011) 37.9  38.9  35.4  26.8  37.5  32.3  30.2  20.4  8.5  14.8  

第 9回(2012) 35.6  39.4  35.2  29.4  35.8  32.3  29.9  21.5  9.1  15.6  

第 10回(2013) 35.7  39.9  34.3  27.4  35.9  32.3  29.6  21.0  9.7  15.7  

第 11回(2014) 36.0  40.4  35.0  26.1  36.1  33.3  29.8  21.6  10.5  16.6  

第 12回(2015) 35.2  41.3  34.0  31.9  37.4  31.3  34.1  21.4  10.9  17.0  

第 13回(2016) 35.3  40.9  34.5  31.9  35.8  29.4  31.2  21.3  12.0  17.3  

第 14回(2017) 36.2  42.8  36.9  31.7  36.7  35.4  31.6  22.3  12.4  18.1  

第 15回(2018) 36.4  44.5  34.5  31.4  38.0  37.4  32.7  22.7  13.1  18.7  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（社会科学） 

 

  女 男 

学士課程 5,542  9,693  

修士課程 899  1,120  

博士課程 188  357  

専門職学位課程 234  512  

助教 61  102  

講師 69  142  

准教授 286  976  

教授 261  1,732  

 

  
 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（社会科学） 
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(c) 理学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 25.4％（前回比 0.7㌽減）、修

士課程が 22.8％（0.2 ㌽増）、博士課程が 19.7％（0.8 ㌽増）であった。また、教員の女性比率は、

助教が 13.6％（前回比 1.5㌽増）、講師が 13.9％（前回比 0.8㌽増）、准教授が 9.2％（前回比 0.1

㌽減）、教授が 4.2％（前回比 0.7 ㌽増）であった。前回より学士課程、講師及び准教授の女性比率

が微減し、その他は微増した。 

男女比率をみると、学生と教員のいずれも男性比率の方が高く、特に教員の女性比率は工学に次い

で低い水準である。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 0～10％の大学が 32校（65.3％）であり、最も

多い。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（理学） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（理学） 
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助教 講師 准教授 教授

  
学士課程 

（％） 

修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 

合計（％） 
助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 28.4  20.1  15.3   24.6   7.2  4.2  1.6  3.0  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 28.9  20.9  14.6   24.6   9.7  4.5  2.3  3.7  

第 4回(2007) 28.1  23.2  15.5   24.9  9.0  11.3  4.9  2.5  5.2  

第 5回(2008) 27.2  22.5  18.8   24.8  9.0  12.3  5.1  2.9  5.5  

第 6回(2009) 26.6  23.4  16.6   24.6  9.0  12.1  5.6  2.7  5.6  

第 7回(2010) 27.2  22.4  21.4   25.1  9.8  10.9  5.4  2.6  5.8  

第 8回(2011) 27.5  21.2  18.0   24.5  10.6  11.9  6.1  2.5  6.2  

第 9回(2012) 26.4  22.7  20.0   24.6  11.7  13.3  6.4  2.7  6.8  

第 10回(2013) 28.3  23.6  19.2   25.9  10.4  12.3  7.2  2.8  6.6  

第 11回(2014) 26.2  21.5  17.3   23.8  9.8  13.8  8.0  2.7  6.8  

第 12回(2015) 26.6  23.2  18.1   24.7  10.4  16.7  8.1  2.9  7.2  

第 13回(2016) 26.2  21.8  26.5   24.7  11.6  16.6  8.9  3.2  7.9  

第 14回(2017) 26.1  22.6  18.9   24.2  12.1  14.7  9.3  3.8  8.2  

第 15回(2018) 25.4  22.8  19.7   23.9  13.6  13.9  9.2  4.2  8.7  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（理学） 

 

  女 男 

学士課程 1,791  5,266  

修士課程 1,001  3,386  

博士課程 279  1,140  

専門職学位課程     

助教 187  1,188  

講師 38  235  

准教授 163  1,612  

教授 82  1,884  

 

   

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（理学） 
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(d) 工学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 14.0％（前回比 0.7㌽増）、修

士課程が 12.3％（0.4㌽増）、博士課程が 15.2％（0.3㌽増）、専門職学位課程は 14.8％（前回比増

減なし）であった。また、教員の女性比率は、助教が 10.5％（前回比 0.2㌽増）、講師が 13.4％（前

回比 2.9㌽増）、准教授が 6.1％（前回比 0.2㌽増）、教授が 2.8％（前回比 0.7㌽増）であった。専

門職学位課程以外の女性比率が前回より増加した。 

男女比率をみると、学生と教員のいずれも男性比率の方が高く、全専攻分野の中で最も低い。学士

課程、博士課程、助教及び講師の女性比率にそれほど差がなく、教員の女性比率増加のためには、学

士課程の学生を増やす必要があると思われる。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、ほとんどの大学が女性比率0～10％であり、56校（87.5％）

であった。なお、女性比率 90～100％の 1校は、工学分野の教員が 1人のみの大学であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（工学） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（工学） 
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准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 11.6  8.7  9.2   10.5   4.9  2.2  0.6  1.6  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 12.3  9.4  9.3   11.0   6.6  3.2  0.8  2.2  

第 4回(2007) 12.2  9.9  9.8   11.2  5.7  8.3  3.8  1.1  3.4  

第 5回(2008) 11.6  9.8  10.7  11.0  10.9  6.1  7.9  3.8  1.1  3.5  

第 6回(2009) 11.3  9.9  11.4  3.6  10.8  6.1  7.5  3.8  1.3  3.6  

第 7回(2010) 11.6  10.1  11.6  6.7  11.2  6.9  8.1  4.0  1.2  3.9  

第 8回(2011) 12.0  10.2  12.2  0.0  11.4  7.2  7.4  4.5  1.3  4.1  

第 9回(2012) 12.1  10.5  13.7  0.0  11.6  7.5  6.9  4.7  1.5  4.3  

第 10回(2013) 12.3  10.7  15.5  4.0  11.9  7.8  7.1  4.8  1.8  4.5  

第 11回(2014) 12.5  10.8  15.6  9.4  12.0  8.8  10.1  5.2  2.0  5.1  

第 12回(2015) 13.0  10.4  15.9  8.7  12.2  9.1  10.8  5.6  2.3  5.4  

第 13回(2016) 13.7  10.8  21.6  3.7  13.1  9.8  10.4  5.7  2.2  5.6  

第 14回(2017) 13.3  11.9  14.9  14.8  12.9  10.3  10.5  5.9  2.1  5.8  

第 15回(2018) 14.0  12.3  15.2  14.8  13.6  10.5  13.4  6.1  2.8  6.2  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（工学） 

 

  女 男 

学士課程 4,419  27,062  

修士課程 2,431  17,371  

博士課程 524  2,926  

専門職学位課程 9  52  

助教 311  2,658  

講師 62  402  

准教授 258  3,959  

教授 128  4,404  

 

 

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（工学） 
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(e) 農学（獣医学、水産学を含む） 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 44.0％（前回比 0.4㌽増）、修

士課程が 40.6％（2.7 ㌽増）、博士課程が 33.9％（2.1 ㌽減）であった。また、教員の女性比率は、

助教が 23.7％（前回比 1.2㌽増）、講師が 24.7％（前回比 1.5㌽増）、准教授が 11.4％（前回比 1.1

㌽増）、教授が 5.0％（前回比 0.9 ㌽増）であった。博士課程以外の女性比率が前回より増加した。

推移をみると、第 9回調査（2012 年度）から、助教及び講師の女性比率が特に増えているが、准教

授及び教授の女性比率はそれほど増えていない。 

男女比率をみると、学生の女性比率は 30～40％であり比較的高い傾向にあるが、教員の女性比率

は 25％以下であり、女性の博士課程修了者の教員採用率は高くない。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率0～20％の間に95％以上の大学が集中している。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（農学） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移(5) （農学） 
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准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 42.4  31.2  22.4   37.8   6.4  3.2  1.5  2.5  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 42.8  34.5  23.4   38.0   8.9  4.8  1.8  3.4  

第 4回(2007) 42.1  34.8  27.0   38.6  12.2  12.5  5.6  1.8  5.5  

第 5回(2008) 41.5  35.2  26.6   38.3  13.0  12.4  6.0  1.9  5.9  

第 6回(2009) 39.6  36.8  26.3   37.6  13.0  13.0  6.4  2.3  6.2  

第 7回(2010) 40.3  34.3  28.7   37.5  13.4  15.9  7.0  2.2  6.6  

第 8回(2011) 42.2  34.6  25.7   38.5  14.6  15.5  7.0  2.8  7.1  

第 9回(2012) 42.1  35.9  27.6   39.0  14.0  12.1  8.1  3.1  7.5  

第 10回(2013) 43.4  36.9  30.6   40.4  16.6  13.4  8.1  3.3  8.2  

第 11回(2014) 41.5  34.8  30.6   38.7  19.3  16.9  7.7  4.0  9.2  

第 12回(2015) 44.3  36.8  36.5   41.5  21.4  20.6  8.3  4.2  10.2  

第 13回(2016) 44.4  35.2  35.1   41.0  21.7  23.2  9.6  4.1  10.6  

第 14回(2017) 43.6  37.9  36.0   41.4  22.5  23.2  10.3  4.1  11.3  

第 15回(2018) 44.0  40.6  33.9   42.2  23.7  24.7  11.4  5.0  12.3  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（農学） 

 

  女 男 

学士課程 3,229  4,103  

修士課程 1,405  2,052  

博士課程 313  609  

専門職学位課程     

助教 221  713  

講師 46  140  

准教授 168  1,310  

教授 79  1,516  

 

   

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（農学） 
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(f) 保健（医歯薬学を含む） 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 54.2％（前回比 0.8㌽減）、修

士課程が 48.5％（2.5㌽減）、博士課程が 30.1％（1.3㌽減）、専門職学位課程が 55.6％（前回比 6.8

㌽増）であった。また、教員の女性比率は、助教が 27.1％（前回比 0.9㌽増）、講師が 17.8％（前回

比 0.5㌽増）、准教授が 18.5％（前回比 0.7㌽増）、教授が 11.9％（前回比 0.3㌽減）であった。 

男女比率をみると、保健分野全体では、学士課程では女性比率の方が高く、修士課程でほぼ同じ比

率になり、博士課程及び教員では男性比率の方が高い。また、専門職学位課程では、女性比率の方が

高い。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、保健分野全体では女性比率 20～30％の大学数が最も多く、

35校（66.0％）であった。 

また、第 15回調査（2018年度）から、保健分野を医学・歯学・薬学・看護学・その他の５つの分

野に細分化して調査を行った。各分野の結果について、次のとおり報告する。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（保健） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（保健） 
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を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 49.0  51.3  22.0   42.6   12.5  11.5  8.9  9.7  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 53.2  51.8  26.0   47.0   15.2  12.2  10.9  12.4  

第 4回(2007) 55.6  53.9  28.8   49.5  21.6  15.9  13.7  10.8  16.9  

第 5回(2008) 55.8  52.4  29.0  51.5  49.5  22.2  15.4  13.3  11.1  17.3  

第 6回(2009) 54.8  49.8  29.0  53.1  48.5  22.8  15.2  13.7  11.2  17.7  

第 7回(2010) 54.6  52.1  27.8  55.8  48.8  23.5  15.0  14.3  11.3  18.3  

第 8回(2011) 54.5  51.1  31.7  53.4  48.8  23.6  14.8  14.5  11.2  18.3  

第 9回(2012) 55.1  47.7  28.8  49.3  48.4  24.2  15.2  15.6  11.4  18.9  

第 10回(2013) 55.1  51.1  30.4  53.7  49.6  24.4  15.0  15.7  11.8  19.2  

第 11回(2014) 55.2  49.0  32.0  48.6  49.5  24.8  16.2  16.9  11.9  20.0  

第 12回(2015) 54.9  50.2  32.8  57.3  49.8  25.6  16.4  17.0  12.1  20.5  

第 13回(2016) 53.6  48.4  34.8  54.7  49.0  26.2  16.6  17.2  12.3  20.9  

第 14回(2017) 55.0  51.0  31.4  48.8  49.5  26.2  17.3  17.8  12.2  21.0  

第 15回(2018) 54.2  48.5  30.1  55.6  48.3  27.1  17.8  18.5  11.9  21.6  

44



図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（保健） 
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教授 440  3,256  

 

 

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（保健） 
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(g) 医学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 31.6％、修士課程が 47.8％、

博士課程が 25.7％、専門職学位課程が 62.1％であった。また、教員の女性比率は、助教が 22.9％、

講師が 12.3％、准教授が 10.7％、教授が 3.8％であった。 

男女比率をみると、医学では、専門職学位課程の女性比率は男性比率を上回っているが、それ以外

は男性比率の方が高く、特に教授の女性比率は低い水準にある。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、医学では女性比率 10～20％の大学数が最も多く、35 校

（70.0％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（医学） 

 

図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（医学） 
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図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（医学） 

 

  

7 

35 

6 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 20 40 60 80

0～10

10～20

20～30

30～40

40～50

50～60

60～70

70～80

80～90

90～100

女
性
比
率
（
％
）

50大学 13,909人

47



(h) 歯学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 52.8％、修士課程が 85.1％、

博士課程が 42.1％であった。また、教員の女性比率は、助教が 35.2％、講師が 15.2％、准教授が

17.6％、教授が 6.0％であった。 

男女比率をみると、歯学では、学士課程及び修士課程の女性比率は男性比率を上回っているが、博

士課程及び教員の女性比率は男性比率を下回っている。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、歯学では女性比率 20～30％の大学数が最も多く、14 校

（48.3％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（歯学） 

 

図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（歯学） 
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図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（歯学） 
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(i) 薬学 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 41.5％、修士課程が 28.0％、

博士課程が 24.7％であった。また、教員の女性比率は、助教が 21.1％、講師が 20.0％、准教授が

14.0％、教授が 4.3％であった。 

男女比率をみると、薬学では、学生と教員のいずれも男性比率の方が高く、学士課程の女性比率が

やや高くなっているが、特に教授の女性比率が低い水準にある。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、薬学では女性比率 0～10％の大学数が最も多く、19 校

（55.9％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（薬学） 

 

図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（薬学） 
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図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（薬学） 
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(j) 看護学 

 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 87.8％、修士課程が 67.8％、

博士課程が 70.7％であった。また、教員の女性比率は、助教が 82.9％、講師が 90.5％、准教授が

87.9％、教授が 65.8％であった。 

男女比率をみると、学生と教員のいずれも女性比率の方が高い。教員の女性比率区分別大学数をみ

ると、看護学では女性比率 80～90％の大学数が最も多く、14校（45.2％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（看護学） 

 

図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（看護学） 
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教授 208  108  
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図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（看護学） 
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(k) 家政 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 100.0％（前回比 0.3㌽増）、修

士課程が 97.8％（7.4㌽増）、博士課程が 76.9％（22.4㌽増）であった。また、教員の女性比率は、

助教が 90.9％（前回比 9.1㌽減）、講師が 57.1％（前回比 7.1㌽増）、准教授が 50.0％（前回比増減

なし）、教授が 50.7％（3.8㌽増）であった。アクションプランに定める目標値（教授 15％以上、准

教授 23％以上）を達成しており、教員の女性比率は高い傾向にある。推移をみると、博士課程、助

教及び講師は調査対象人数が少ないために大きく変動している。 

男女比率をみると、学生及び教員いずれの女性比率も男性比率より高く、全ての専攻分野の中で最

も高い。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 50％以上の大学数が 11 校（84.6％）であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（家政） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（家政） 
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）

学士課程 修士課程 博士課程 助教 講師 准教授 教授

  
学士課程 

（％） 

修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 

合計（％） 
助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 99.0  96.5  100.0   98.5   71.4  55.8  45.7  51.7  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 100.0  94.2  83.3   97.6   90.0  55.7  57.3  58.8  

第 4回(2007) 100.0  93.5  93.8   97.8  80.0  62.5  51.4  59.6  59.0  

第 5回(2008) 100.0  97.2  86.0   98.0  90.0  60.0  45.1  60.8  57.1  

第 6回(2009) 100.0  97.0  87.5   98.3  91.7  80.0  54.4  55.1  58.7  

第 7回(2010) 100.0  100.0  100.0   100.0  92.9  100.0  42.6  56.1  56.5  

第 8回(2011) 100.0  93.2  94.3   97.9  100.0  100.0  48.6  58.2  60.7  

第 9回(2012) 100.0  91.1  80.8   96.5  100.0  80.0  47.9  56.5  57.6  

第 10回(2013) 100.0  98.4  92.3   99.1  85.7  71.4  48.9  54.2  56.5  

第 11回(2014) 100.0  88.8  82.1   96.4  89.5  57.1  47.4  50.0  54.0  

第 12回(2015) 100.0  94.3  92.6   98.3  100.0  55.6  54.0  49.4  56.3  

第 13回(2016) 100.0  91.6  89.5   97.8  100.0  55.6  47.5  45.7  51.2  

第 14回(2017) 99.7  90.4  54.5   96.7  100.0  50.0  50.0  46.9  53.4  

第 15回(2018) 100.0  97.8  76.9   98.9  90.9  57.1  50.0  50.7  54.4  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（家政） 
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学士課程 349  0  
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博士課程 10  3  

専門職学位課程     

助教 10  1  

講師 4  3  

准教授 18  18  

教授 36  35  

 

   

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（家政） 
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(l) 教育 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 55.2％（前回比 0.5㌽減）、修

士課程が 48.1％（0.9㌽減）、博士課程が 39.7％（0.6㌽増）、専門職学位課程が 38.0％（前回比 0.1

㌽増）であった。また、教員の女性比率は、助教が 45.9％（前回比 4.6㌽増）、講師が 27.9％（前回

比 2.2㌽減）、准教授が 27.6％（前回比 0.3㌽増）、教授が 18.5％（前回比 0.9㌽増）であった。ア

クションプランに定める目標値（教授 15％以上、准教授 23％以上）を達成しており、教員の女性比

率は高い傾向にある。推移をみると、学生は減少傾向にあり、教員は助教及び准教授が減少傾向、准

教授及び教授が増員傾向にある。 

男女比率をみると、学士課程の女性比率のみ男性比率を上回り、その他の部分では男性比率が女性

比率を上回っている。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 20～30％の大学が 37校（60.7％）と最も多い。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（教育） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（教育） 
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学士課程 

（％） 

修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 

合計（％） 
助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 61.7  48.7  45.9   59.3   22.0  16.6  10.2  13.7  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 61.8  48.9  47.2   59.0   30.6  19.0  11.5  15.6  

第 4回(2007) 61.3  51.3  46.9   59.1  43.8  35.6  21.3  12.1  17.6  

第 5回(2008) 59.5  50.6  46.6  80.0  57.6  36.0  34.3  22.0  12.2  17.6  

第 6回(2009) 59.2  36.3  42.9  50.6  51.3  31.4  34.9  22.6  12.6  18.2  

第 7回(2010) 58.7  51.6  51.8  35.2  56.9  27.9  36.4  23.8  13.2  19.0  

第 8回(2011) 60.0  50.1  49.6  35.0  57.6  33.9  36.0  23.7  13.7  19.5  

第 9回(2012) 58.4  50.2  42.7  38.4  56.2  35.6  35.4  25.4  14.5  20.5  

第 10回(2013) 57.8  50.1  40.9  34.8  55.5  36.2  34.9  26.7  14.8  21.2  

第 11回(2014) 58.3  50.2  36.9  33.4  55.7  34.4  33.8  26.3  15.1  21.3  

第 12回(2015) 57.5  48.9  34.9  38.4  55.0  38.5  33.5  27.3  16.1  22.3  

第 13回(2016) 55.6  51.2  34.6  40.2  54.0  35.4  32.8  26.9  16.3  22.1  

第 14回(2017) 55.7  49.0  39.1  37.9  53.5  41.3  30.1  27.3  17.6  23.0  

第 15回(2018) 55.2  48.1  39.7  38.0  52.9  45.9  27.9  27.6  18.5  23.6  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（教育） 

 

  女 男 

学士課程 8,284  6,736  

修士課程 1,416  1,529  

博士課程 153  232  

専門職学位課程 366  596  

助教 78  92  

講師 102  264  

准教授 566  1,483  

教授 486  2,145  

 

 

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（教育） 
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(m) 芸術 

第 15回調査（2018年度）における学生の女性比率は、学士課程が 73.2％（前回比 0.7㌽増）、修

士課程が 65.4％（4.5 ㌽増）、博士課程が 62.3％（0.3 ㌽増）であった。また、教員の女性比率は、

助教が 41.5％（前回比 4.2㌽減）、講師が 45.5％（前回比 0.7㌽減）、准教授が 25.6％（前回比 2.6

㌽増）、教授が 11.2％（前回比 1.1㌽増）であった。アクションプランに定める目標値（教授 15％以

上、准教授 23％以上）を准教授のみ達成しており、教員の女性比率は比較的高い傾向にある。推移

をみると、博士課程及び講師は調査対象人数が少ないために大きく変動している。 

男女比率をみると、学生における女性比率は 60％以上であるが、教員の女性比率は全ての職階に

おいて男性比率を下回っており、特に准教授、教授の女性比率が低くなっている。 

教員の女性比率区分別大学数をみると、女性比率 40％以下の大学がほとんどである。なお、女性

比率 90～100％の１校は、芸術分野の教員が 1人のみの大学であった。 

 

表Ⅱ-3-1 学生及び教員の女性比率の推移（芸術） 

 

図Ⅱ-3-3 学生及び教員の女性比率の推移（芸術） 
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学士課程 
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修士課程

（％） 

博士課程

（％） 

専門職 

学位課程 

（％） 

学生 
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助教（％） 講師（％） 

准教授（助

教授）（％） 
教授（％） 

教員（助手

を除く） 

合計（％） 

第 1回（2001) 43.2  55.6  45.9   45.5   20.0  10.9  7.3  9.6  

第 2回(2002)           

第 3回(2005) 56.4  53.5  38.7   54.5   23.8  15.5  10.1  13.4  

第 4回(2007) 58.5  50.5  53.5   55.1  31.1  21.4  15.7  8.2  13.9  

第 5回(2008) 55.4  53.8  41.1   53.4  31.9  23.3  15.4  9.7  14.4  

第 6回(2009) 54.8  49.4  51.9   52.4  29.2  21.9  18.1  9.7  15.1  

第 7回(2010) 71.7  55.7  60.2   64.8  30.4  21.2  19.9  9.0  15.5  

第 8回(2011) 68.7  54.4  52.2   61.9  29.2  25.0  19.1  9.7  15.8  

第 9回(2012) 71.0  62.0  67.2   67.3  28.8  23.3  20.3  9.1  16.0  

第 10回(2013) 70.0  61.1  47.3   65.5  27.1  24.0  22.2  10.2  17.2  

第 11回(2014) 70.0  60.8  66.2   66.2  29.4  39.1  23.1  9.3  18.0  

第 12回(2015) 68.3  61.8  45.3   64.7  34.5  39.1  24.5  10.3  19.7  

第 13回(2016) 73.3  62.5  67.2   68.9  38.6  55.6  22.8  9.8  19.4  

第 14回(2017) 72.5  60.9  62.0   67.3  45.7  46.2  23.0  10.1  21.2  

第 15回(2018) 73.2  65.4  62.3   69.6  41.5  45.5  25.6  11.2  22.1  
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図Ⅱ-3-4 学生数及び教員数（男女比率）（芸術） 

 

  女 男 
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博士課程 33  20  

専門職学位課程     

助教 34  48  

講師 15  18  

准教授 56  163  

教授 32  253  

 

 

 

図Ⅱ-3-5 教員の女性比率区分別大学数（芸術） 
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２．男女共同参画推進の取組状況について

周
知
済

検
討
中

周
知
済

検
討
中

74 11 87.1% 12.9%

実
施

未
実
施

実
施

未
実
施

82 4 95.3% 4.7%

２．女性教員・研究者・女性学生の拡大
実
施
中

未
検
討

実
施
中

未
検
討

(1)採用及び昇進時の積極的是正措置 79 7 91.9% 8.1%

(2)女性教員・研究者への応募者数増加を目指した取組の実施 81 5 94.2% 5.8%

(3)次世代女性研究者へのロールモデルの提供 76 10 88.4% 11.6%

３．就業環境の整備・充実
実
施
中

未
検
討

実
施
中

未
検
討

(1)ワーク・ライフ・バランスのとれた就業形態の促進 86 0 100.0% 0.0%

(2)育児・介護等との両立を支援するための研究継続支援制度の整備・充実 79 7 91.9% 8.1%

(3)育児休業等からの復帰を容易にすることを含めた施設設備の設置・充実 76 10 88.4% 11.6%

(4)女性研究者が不安や悩みを相談できるようなメンタル的なサポート体制の整備・充実 79 7 91.9% 8.1%

(5)ハラスメント対応の体制整備・強化 86 0 100.0% 0.0%

４．男女の固定的な性別役割分担意識の解消
実
施
中

未
検
討

実
施
中

未
検
討

(1)男女共同参画に係る教育研究の推進と啓発セミナー・シンポジウム等の開催 83 3 96.5% 3.5%

(2)教職員の両立支援制度の活用可能な雰囲気の醸成 86 0 100.0% 0.0%

(3)男女共同参画に係る取組の評価の実施と成果の把握 78 8 90.7% 9.3%
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